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実
質
公
債
費
比
率
18
％
を
下
回
る

起
債
許
可
団
体
は
平
成
26
年
度
決
算
で
脱
し
、27
年
度
も
着
実
に
改
善
中

問
企
画
財
政
課　
℡
22
―
6
8
2
5

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、「
山
県
市
財
政

事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年

度
の
決
算
状
況
と
平
成
28
年
度
予
算

の
執
行
状
況（
平
成
28
年
７
月
31
日

現
在
）な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

決
算
審
査
意
見
書
抜
粋（
審
査
の
結
果
）

　
平
成
27
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
な
ど
の
決
算
関
係
書
類
は
、
い
ず
れ
も

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
決
算

計
数
は
関
係
諸
帳
簿
な
ど
と
符
合
し
て
お

り
、
適
正
で
あ
る
と
監
査
委
員
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
状
況

一
般
会
計
分
を

市
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と

　
前
年
度
に
比
べ
、
市
民
１
人
あ
た
り
が

納
め
た
税
金
は
約
3
千
円
減
り
、
市
民
１

人
あ
た
り
に
使
っ
た
お
金
は
約
5
千
円
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
貯
金
に
当
た
る
基
金

は
約
６
千
円
減
り
、
借
金
に
当
た
る
市
債

は
約
５
万
円
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市　　税　　103,384円　（前年度比  2,885円の減）

歳出決算額　438,032円　（前年度比  4,917円の増）

基金残高　　283,588円　（前年度比  6,918円の減）

市債残高　　618,496円　（前年度比49,913円の減）

平成28年3月31日現在人口　28,110人

（前年比382人の減）

会計名 歳入決算額 執行率 歳出決算額 執行率 差引額

一 般 会 計（ ※ ） 126億7,517万円 96.3 123億1,307万円 93.5 3億6,210万円

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 40億5,437万円 98.0 40億4,599万円 97.8 838万円

介 護 保 険 23億3,190万円 98.2 23億329万円 97.0 2,861万円

後 期 高 齢 者 医 療 2億7,072万円 99.6 2億7,061万円 99.5 11万円

簡 易 水 道 事 業 1億   752万円 95.5 1億   552万円 93.8 200万円

農業集落排水事業 4億7,002万円 97.8 4億7,002万円 97.8 0万円

公 共 下 水 道 事 業 13億3,184万円 93.0 13億2,073万円 92.2 1,111万円

高 富 財 産 区 193万円 96.7 156万円 77.8 37万円

合 計 212億4,348万円 96.7 208億3,079万円 94.8 4億1,269万円

※一般会計差引額のうち、1億5千万円を剰余金積立しました。

平
成
27
年
度

山
県
市

決
算
状
況
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一
般
会
計
決
算
の
内
訳

市税
市民税（個人）11.9億円
市民税（法人）  1.5億円
固定資産税　13.6億円
たばこ税　　  1.4億円
その他　　　  0.7億円
約29.1億円 22.9％

総務費
約13.4億円
10.9％

民生費
約34.9億円
28.4％

公債費
約25.0億円
20.3％

教育費
約10.0億円
8.1％

その他
（商工費、議会費など）

約3.7億円
3.0％

消防費
約5.8億円
4.7％

土木費
約12.2億円
9.9％

農林水産業費
約6.3億円
5.1％

衛生費
約11.8億円
9.6％

国・県支出金
約16.5億円 13.0％

地方交付税
約53.2億円
42.0％

市債
約6.1億円
4.8％

その他
（地方譲与税、地方
消費税交付金など）
約8.1億円
6.4％

その他
（分担金および負担金、
使用料および手数料など）
約13.8億円 10.9％

自主財源
33.8％

依存財源
66.2％

歳入
約126.8
億円

性質別
約123.1
億円

歳出
約123.1
億円

義務的
経費
52.8％

その他
40.5％

投資的
経費
6.7％

人件費
約24.2億円
19.7％

扶助費
約15.8億円
12.8％

公債費
約25.0億円
20.3％

その他
（積立金、投資および
出資金、貸付金など）
約2.6億円 2.1％

繰出金
約19.1億円
15.5％

補助費等
約8.3億円
6.7％

物件費
約19.9億円
16.2％

普通建設費
約8.0億円 6.5％

災害復旧費
約0.2億円 0.2％

　

※各種用語解説は7ページ
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一
般
会
計
の
主
な
施
策

水
道
事
業
会
計
決
算
状
況

　
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不

足
す
る
額
1
億
5
，
5
9
3
万
円
は
、
当

年
度
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
6
1
4
万
円
、
減
債
積
立
金

5
7
7
万
円
お
よ
び
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
１
億
4
，
4
0
2
万
円
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

款　　名 事　　　　業　　　　名 決　算　額 内国県支出金

総　　務　　費

公共施設等総合管理計画策定業務 739万円
自主運行バス等運行事業 7,531万円 578万円
乾乗合タクシー運行事業 306万円
県議会議員選挙 946万円 946万円
市長及び市議会議員補欠選挙 880万円
国勢調査 981万円 981万円

民　　生　　費

生活保護扶助費 1億  196万円 9,853万円
福祉医療費助成事業 3億1,878万円 1億  411万円
障がい者自立支援給付事業 4億3,914万円 3億   21万円
児童手当給付事業 3億9,702万円 3億3,502万円

衛　　生　　費

予防接種事業 5,677万円
ごみ処理事業 1億4,987万円
し尿処理事業 1億4,430万円 709万円
クリーンセンター管理事業 4億4,489万円

農 林 水 産 業 費
強い畜産構造改革支援事業 1,000万円 1,000万円
野生鳥獣被害防止捕獲業務 1,762万円 144万円

商　　工　　費 山県さくらまつり事業 40万円

土　　木　　費
道路改良事業・河川改良事業（設計委託等費含む） 3億1,676万円 4,916万円
橋梁耐震・補修事業 7,334万円 5,192万円

消　　防　　費
自動心臓マッサージ器購入事業 230万円
総合体育館太陽光発電施設設置事業 3,648万円 3,556万円

教　　育　　費
教育系サーバー・小中学校ファイルサーバー更新事業 1,723万円
社会体育施設防球･防風ネット設置事業 133万円

地方創生事業

プレミアム振興券発行事業 7,113万円 5,930万円
総合戦略策定業務 783万円 783万円
女性就職支援事業 309万円 309万円
空家（空き店舗）トリアージ事業 2,000万円 2,000万円
ゲストハウス･移住定住サイト開設事業 349万円 219万円
シティプロモーション事業 1,000万円 1,000万円
結婚支援事業 253万円 253万円
子育て支援事業 586万円 436万円
健康づくり推進事業 476万円 476万円
緑の朝市コンシェルジュ事業 875万円 875万円
零細小売店等活性化事業 300万円 300万円
恋人の聖地整備事業 782万円 782万円

区　　　分 予算現額 決　算　額

収益的

収　　　入 5億2,372万円 5億   611万円

支　　　出 4億9,325万円 4億7,031万円

差　　　引 3,047万円 3,580万円

資本的

収　　　入 4億6,994万円 4億2,426万円

支　　　出 6億4,025万円 5億8,019万円

差　　　引 △1億7,031万円 △1億5,593万円
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一
般
会
計
の
状
況

市
税
の
内
訳

平
成
28
年
度
財
政
状
況
の
公
表

　
今
回
は
平
成
28
年
７
月
31
日
現
在（
平
成
28
年
４
月
～
７
月
）の
状
況
で
す
。

　
人
口
２
８
，0
6
3
人　
世
帯
数
１
０
，7
3
9
世
帯（
平
成
28
年
７
月
31
日
現
在
）

歳入 歳出

予 算 現 額 127億7,163万円 予 算 現 額 127億7,163万円

収 入 済 額 41億6,552万円 支 出 済 額 27億3,052万円

収 納 率 32.6% 執 行 率 21.4%

歳入　上段：予算現額　下段：収入済額 歳出　上段：予算現額　下段：支出済額

市  税
29億   771万円

総 務 費
13億9,401万円

10億4,331万円 3億3,099万円

地 方 消 費 税
交 付 金

4億5,000万円
民 生 費

38億2,369万円

1億1,546万円 9億9,230万円

地 方 交 付 税
49億2,000万円

衛 生 費
12億   332万円

23億6,838万円 2億7,899万円

国 庫 支 出 金
11億   151万円

土 木 費
12億   812万円

2億3,054万円 2億9,870万円

県 支 出 金
9億1,923万円

教 育 費
10億3,925万円

4,443万円 2億4,003万円

市 　 　 債
6億5,540万円

公 債 費
23億3,453万円

0万円 546万円

そ の 他
19億   778万円

そ の 他
17億6,871万円

3億6,340万円 5億8,405万円

合 　 　 　 計
127億7,163万円

合 　 　 　 計
127億7,163万円

41億6,552万円 27億3,052万円

区　　分 予算現額 1人当たりの負担額 1世帯当たりの
負担額

市 民 税 13億4,576万円 47,955円 125,315円

固 定 資 産 税 13億5,892万円 48,424円 126,541円

軽 自 動 車 税 7,096万円 2,529円 6,608円

た ば こ 税 1億3,150万円 4,686円 12,245円

鉱 産 税 57万円 20円 53円

合 計 29億   771万円 103,614円 270,762円
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地方債残高の推移基金残高の推移
 107億3,381万円

　　109億9,289万円

　　　 116億3,599万円

　　　　  119億1,909万円

　　134億7,898万円

　　112億4,286万円

77億1,561万円

平成27年度

平成25年度

平成23年度

平成21年度

平成19年度

平成17年度

平成15年度

173億8,592万円

205億   704万円

228億   790万円

248億9,485万円

205億3,551万円

205億3,016万円

171億2,799万円

一般会計 特別会計など

　　　　　　11億8,535万円

　　　　　  9億9,680万円

　　　　 6億9,022万円

　　4億6,019万円

　8億3,469万円

　 8億6,767万円

8億6,877万円

平成27年度

平成25年度

平成23年度

平成21年度

平成19年度

平成17年度

平成15年度

79億7,166万円

83億2,003万円

78億9,049万円

71億2,006万円

62億3,648万円

63億3,651万円

56億9,451万円

一般会計 特別会計

特別会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 40億4,066万円 7億3,497万円 9億3,692万円

介護保険 25億1,442万円 6億4,447万円 6億1,089万円

後期高齢者医療 2億9,815万円 5,925万円 3,247万円

簡易水道事業 1億  958万円 2,046万円 818万円

農業集落排水事業 4億8,017万円 2億1,526万円 2,555万円

公共下水道事業 11億9,025万円 2億3,700万円 3,864万円

高富財産区 240万円 38万円 0万円

基
金
残
高
の
状
況

市
債
借
入
残
高
の
状
況

特
別
・
企
業
会
計
の
状
況

基　金　名 現　在　高
財政調整基金 35億4,219万円
減債基金 11億1,423万円
教育施設整備基金 2,257万円
魅力あるまちづくり基金 9億6,062万円
消防施設整備基金 1億  803万円
合併振興基金 16億6,801万円
地域福祉基金 5億4,808万円
国民健康保険基金 5億2,957万円
介護給付費準備基金 4億9,562万円
その他の基金 1億6,933万円

合　　　計 91億5,825万円

区　　　分 現　在　高
一般会計分 173億8,067万円

普   通   債 26億3,531万円
災害復旧債 694万円
臨時財政対策債 67億9,654万円
合併特例債 75億    4万円
その他一般会計分 4億4,184万円

簡易水道事業分 8億8,970万円
農業集落排水事業分 28億7,811万円
公共下水道事業分 46億8,181万円

合　　　計 258億3,029万円

企　業　会　計　　減債積立金残高　　　　　　　 3,906万円
　　　　　　　　　企業債残高　　　　　　　22億8,418万円

水道事業
区　　　　　分 予算現額 収入・支出済額

収　益　的
収　　入 5億2,626万円 1億1,749万円

支　　出 4億9,166万円 3,236万円

資　本　的
収　　入 2億9,139万円 267万円 

支　　出 4億6,649万円 336万円

企業会計を含めた合計　281億1,447万円

参　　　考

※水道事業会計の積立金は除く ※各年度の額は年度末現在
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平
成
27
年
度
も「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」を
ク
リ
ア

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
の
山

県
市
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
早
期
健
全
化
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が

早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
、
財
政
の

早
期
健
全
化
の
基
本
方
針
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定（
議
会
の

議
決
が
必
要
）や
外
部
監
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る

財
政
健
全
化
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
財
政
再
生
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が

財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合
、
国
な
ど
の

関
与
に
よ
る
確
実
な
再
生
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
財
政
の
再
生
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
よ
り
も
詳
細
な
財
政
再

生
計
画（
議
会
の
議
決
が
必
要
）を
定
め
、

総
務
大
臣
に
協
議
し
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
同
意
が
な
い
場
合
は
、

災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
除
き
、
地
方
債
の

起
債
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
計
画

し
て
い
る
事
業
が
資
金
不
足
の
た
め
実
施

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
財
政
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
予
算

を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

■
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
が
、

事
業
の
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
あ
る
か
を

示
す
も
の
で
す
。
平
成
27
年
度
で
対
象
と

な
る
す
べ
て
の
公
営
企
業
は
黒
字
と
な
っ
て

お
り
、
不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
財
政
健
全
化
・
経
営
健
全
化
審
査
意
見

抜
粋

　
審
査
に
付
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
、
な
ら
び
に
そ
れ

ら
の
算
定
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
か
ら
適
正
に
作

成
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
歳
出
の
部

総
務
費
／
一
般
事
務
経
費
、
戸
籍
住
民

基
本
台
帳
費
、
庁
舎
の
維
持
管
理
な
ど

の
経
費

民
生
費
／
社
会
福
祉
費
、児
童
福
祉
費
、

生
活
保
護
費
な
ど

衛
生
費
／
保
健
衛
生
費
、ご
み
の
収
集・

処
理
の
清
掃
費
な
ど

土
木
費
／
道
路
の
維
持・新
設
改
良
費
、

公
園
の
整
備
費
な
ど

教
育
費
／
小
・
中
学
校
の
経
費
、
社
会

教
育
費
な
ど

公
債
費
／
借
入
金（
市
債
）の
返
済
金
と

利
子
の
支
払
い

扶
助
費
／
生
活
扶
助
・
教
育
扶
助
な
ど

の
経
費

物
件
費
／
施
設
の
保
守
管
理
・
一
般
事

務
経
費

普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
の
新
設
・
改

良
や
施
設
の
新
増
築
な
ど
の
経
費

災
害
復
旧
事
業
費
／
台
風
な
ど
で
被
害

を
受
け
た
施
設
の
復
旧
の
た
め
の
経
費

繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
・

企
業
会
計
へ
の
負
担
や
補
助
な
ど

積
立
金
／
学
校
建
設
な
ど
、
特
定
の
目

的
の
た
め
の
積
立
て

▼
歳
入
の
部

市
税
／
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

地
方
消
費
税
交
付
金
／
国
が
徴
収
し
た

地
方
消
費
税
の
一
部
を
県
内
市
町
村
に

対
し
て
交
付
す
る
お
金

地
方
交
付
税
／
地
方
交
付
税
法
に
基
づ

き
、
市
町
村
の
実
情
に
合
わ
せ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
と
特
別
交

付
税

国
庫
支
出
金
／
国
か
ら
市
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
負
担
金
、
補
助
金
な
ど

県
支
出
金
／
県
か
ら
市
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
負
担
金
、
補
助
金
な
ど

市
債
／
学
校
・
道
路
の
建
設
な
ど
の
た

め
に
一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
必
要
な

と
き
、
市
が
長
期
に
資
金
を
借
り
入
れ

る
お
金

繰
入
金
／
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
会
計

か
ら
入
れ
る
お
金

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
／
保
育
所
入
園

者
の
負
担
金
な
ど

自
主
財
源
／
市
が
独
自
に
収
入
す
る
も

の依
存
財
源
／
国
・
県
な
ど
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の

財
政
用
語
の
基
礎
知
識

区　分 実質赤字
比 率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比 率

将来負担
比 率

平成27年度 − − 16.9% 38.0%

平成26年度 − − 17.8% 37.9%

早期健全化
基 準 13.52% 18.52% 25.0% 350.0%

財 政 再 生
基 準 20.00% 30.00% 35.0%

実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がないため、「−」を表
示してあります。

平成27年度山県市財政健全化判断比率
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市
は
、『
み
ん
な
で
つ
く
り
、
守
り
、

育
て
る
生
活
交
通
』
を
基
本
理
念
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
業
者
な
ど
関
係
機

関
が
力
を
合
わ
せ
て
市
内
の
公
共
交
通
の

改
善
・
再
編
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
1
日
か
ら
、
市
内
の
一
部
バ
ス
路

線
で
ダ
イ
ヤ
改
正
、
土
日
祝
日
限
定
一
日

乗
車
券
の
発
売
、
運
転
免
許
証
返
納
者
に

対
す
る
バ
ス
運
賃
割
引
制
度
、
運
行
休
止

中
の
ハ
ー
バ
ス
乾
線
の
廃
止
を
行
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
改
正

　
岐
北
線
、岐
阜
板
取
線
、岐
阜
高
富
線
、

岐
阜
女
子
大
線
、
高
美
線
の
一
部
の
便
の

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
バ
ス
HP
、
市
HP
、
利

用
さ
れ
る
バ
ス
停
標
識
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で「
塩
後

発
美
山
中
学
校
行
」
を
廃
止
す
る
こ
と
に

よ
り
、
美
山
中
学
校
校
門
前
に
あ
る「
美

山
中
学
校
」バ
ス
停
を
廃
止
し
ま
す
。

土
日
祝
日
限
定
一
日
乗
車
券

　
市
内
全
バ
ス
路
線
と
岐
阜
バ
ス
全
線
な

ど
に
一
日
乗
り
放
題
の
乗
車
券
が
発
売
さ

れ
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
日　
11
月
27
日（
日
）ま
で

の
土
日
祝
日

■
発
売
額　

５
０
０
円（
小
児
、
障
が
い

者
の
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
適
用
方
法　
有
効
日
１
日
１
人
に
限
り

何
回
で
も
乗
車
可
能

■
対
象
路
線　

市
自
主
運
行
バ
ス（
ハ
ー

バ
ス
、
岐
北
線
、
岐
阜
板
取
線
）岐
阜

バ
ス
全
線（
高
速
バ
ス
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
各
務
原
線
な
ど
一
部
路
線
は
除
く
）、

関
シ
テ
ィ
バ
ス
ほ
か

■
発
売
場
所　
岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所
ほ

か
各
営
業
所
、
平
和
堂
高
富
店
、
岐
阜

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
案
内

所
、
岐
阜
バ
ス
観
光
旅
行
セ
ン
タ
ー
、

岐
阜
大
学
生
協
、
マ
ー
サ
21

公
共
交
通
10
月
改
正
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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問
い
合
わ
せ
先

▼
バ
ス
運
行
に
関
す
る
こ
と

　
岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
℡
22
―
５
０
１
０

▼
乾
乗
合
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
℡
32
―
９
０
０
０

▼
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

　
企
画
財
政
課　
℡
22
―
６
８
２
５

乾乗合タクシーは、
下のステッカーが
張られたタクシーで
運行します。

運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る

バ
ス
運
賃
割
引

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
減
少
と

公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
、
市
自
主

運
行
バ
ス（
ハ
ー
バ
ス
、
岐
北
線
、
岐
阜

板
取
線
）、
岐
阜
バ
ス
全
線
で
、
運
転
免

許
証
返
納
者
に
発
行
さ
れ
る「
運
転
経
歴

証
明
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
運
賃
が
半

額
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
現
金
で
の

支
払
い
の
み
）

休
止
中
の
ハ
ー
バ
ス
乾
線
を

廃
止
路
線
に

　
昨
年
10
月
に
乾
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

を
開
始
し
た
こ
と
で
休
止
と
し
た
ハ
ー
バ

ス
乾
線
を
廃
止
路
線
と
し
ま
す
。
な
お
、

同
路
線
を
再
度
運
行
す
る
た
め
に
は
運
輸

支
局
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
岐
阜
地
域
に
お
け
る
広
域
公
共
交
通
で

あ
る
鉄
道
路
線
や
バ
ス
路
線
の
利
用
促
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
広
域

公
共
交
通
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
岐
阜

地
域
広
域
公
共
交
通
連
携
推
進
会
議
を
設

立
し
ま
し
た
。

〜
鉄
道
・
バ
ス
は
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
こ

そ
残
す
価
値
が
あ
り
ま
す
〜

１
．
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
国
や

　
　
自
治
体
が
経
営
し
て
い
ま
せ
ん

　
公
共
交
通
は「
公
共
」の
名
前
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、
公
営
交
通
を
除
き
ほ
と
ん
ど

の
公
共
交
通
は
企
業
が
経
営
し
運
行
し
て

お
り
、
自
治
体
が
経
営
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
公
共
交
通
」の「
公
共
」は「
誰
も
が
バ

ス
な
ど
を
利
用
で
き
る
」
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

２
．
公
共
交
通
の
今

　
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
が
過
度
に
進
ん

だ
地
方
で
は
公
共
交
通
の
利
用
が
減
少

し
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
が
今
な
お
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
運
賃
に
つ
い
て
も

長
年
に
わ
た
り
ほ
ぼ
据
え
置
か
れ
て
お

り
、
人
件
費
や
燃
料
費
な
ど
の
高
騰
に
よ

り
依
然
と
し
て
交
通
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
公
共
交
通
は
必
要
な
く
な
る
の
か

　
県
内
で
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
を
支
え
る
人
も
減
っ
て

く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
自
動
車
の
自
動
運
転
技
術
が
飛

躍
的
に
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
な
自

動
運
転
の
実
現
は
ま
だ
先
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
高
齢
化
は
進
展
し
続

け
る
こ
と
か
ら
、
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が

安
全
で
安
心
し
て
使
え
る
ま
で
は
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
は
必
要
で
す
。

４
．
必
要
性
だ
け
で
は
残
ら
な
い

　
　
公
共
交
通

　
公
共
交
通
が
廃
止
さ
れ
る
時
に
、
多
く

の
人
は「
今
は
運
転
で
き
る
が
、
５
年
後

10
年
後
は
必
要
と
な
る
か
ら
残
し
て
ほ
し

い
」と
い
っ
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
交
通
は
民
間
経
営
で
経
営

が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
破
綻
し
て
し
ま
い

ま
す
。
す
で
に
全
国
で
は
多
く
の
公
共
交

通
事
業
者
が
経
営
破
綻
し
た
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
行
政
が
税
金

で
補
助
し
て
運
行
を
継
続
さ
せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
誰
も
乗
ら
な
い
公
共
交
通

に
税
金
を
湯
水
の
よ
う
に
注
ぎ
続
け
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。

５
．
公
共
交
通
を
残
す
た
め
に

　
　
今
で
き
る
こ
と
は

　

公
共
交
通
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

少
し
で
も
利
用
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
も
便
利
な
自
動
車
に
依
存
し
が

ち
で
す
が
、
時
間
の
余
裕
が
あ
る
休
日
に

公
共
交
通
で
買
い
物
や
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か

け
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん

が
乗
る
こ
と
が
公
共
交
通
を
残
す
最
も
効

果
的
な
方
法
で
す
。

岐
阜
地
域
広
域
公
共
交
通

連
携
推
進
会
議
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妊
婦
・
子
ど
も
、
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

問
健
康
介
護
課　
℡
22
―
６
８
３
９

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
や
重
症
化

を
予
防
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

妊
婦
と
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
昨
年
と
同
様

に
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
任
意
接
種

で
す
の
で
希
望
す
る
人
が
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
に
備
え
て
、
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
も
例
年
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
、
B
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。
対

象
は
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
０
歳
児
で
、
１
歳
に
な
る
前
に

３
回
の
接
種
を
終
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
中
に
対
象
に
な
る
人

に
は
個
別
に
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

高齢者インフルエンザ
予防接種
（定期接種）

※予防接種法に基づく予防接
種です。

妊婦・子ども
インフルエンザ予防接種

（任意接種）
※希望する人が受ける任意の

予防接種です。

公費助成の期間 平成28年10月15日（土）〜平成29年1月31日（火）
【注意】期間を過ぎると全額自己負担になります。

対象者

市内に住民登録のある人で
1. 満65歳以上の人
2. 満60歳〜64歳までの、心

臓、腎臓、呼吸器の病気
や免疫力の低下によって
日常生活が極度に制限さ
れる程度の障がいがある人

（接種時に身体障害者手帳
を提示してください）

市内に住民登録がある人で

1. 生後6カ月以上
　 中学3年生まで
2. 妊婦の人

接種回数 1回
・妊婦の人 1回
・満6カ月〜13歳未満 2回
・13歳以上の中学生 1回

自己負担金 1,500円を医療機関へ支払って
ください。

1回2,000円を市が負担します
ので、残りの金額を医療機関
へ支払ってください。

持ち物
・健康保険証や運転免許証など、身分のわかるもの
　（予診票は、指定医療機関に置いてあります。）
・母子手帳（妊婦の人は妊娠の証明のため）

実施医療機関

指定医療機関および
岐阜県広域化予防接種事業協
力医療機関

（指定医療機関以外で接種する
場合は、健康介護課健康係へ
問い合わせてください。）

指定医療機関

（任意接種のため、岐阜県広域
化予防接種事業の対象にはな
りません。指定医療機関以外
で接種する場合は、全額自己
負担となります。）
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山県市インフルエンザ予防接種指定医療機関
（医療機関名は50音順）

NO 医療機関名 所　在　地 電話番号
実施可能医療機関

高齢者 妊婦・子ども

1 　あらいクリニック 　山県市高富2119-1 23-1188 ○ ○

2 　石田内科 　岐阜市福富出口143 （058）229-5530 ○

3 　臼井内科医院 　山県市富永414 52-2030 ○ ○

4 　宇野クリニック 　山県市伊佐美243 27-2100 ○ ○

5 　遠渡内科 　山県市東深瀬683-3 27-2888 ○ ○

6 　大前医院 　岐阜市太郎丸新屋敷205-2 （058）229-3131 ○ ○

7 　加藤医院 　岐阜市向加野3-6-20 （058）243-1114 ○ ○

8 　岐北厚生病院 　山県市高富1187-3 22-1811 ○

9 　てらしま整形外科 　山県市東深瀬 175−1 27-0287 ○ ○

10 　鳥澤医院 　山県市大森381 36-2311 ○ ○

11 　鳥沢クリニック 　山県市高木1016-1 22-1088 ○ ○

12 　永田医院 　岐阜市福富天神前78-1 （058）229-2101 ○

13 　なりみやクリニック 　山県市高富1614 22-1213 ○ ○

14 　にのみやクリニック 　山県市高富927-1 22-1717 ○ ○

15 　早川胃腸科外科クリニック 　山県市岩佐783-1 52-1212 ○ ○

16 　ひらまつ耳鼻咽喉科 　山県市高富2452 22-0288 ○ ○

17 　不破クリニック 　岐阜市太郎丸北郷243-5 （058）229-6081 ○ ○

18 　松井医院 　岐阜市石原3-116 （058）229-5655 ○ ○

19 　もりこどもクリニック 　山県市東深瀬573番地１ 23-0321 ○

20 　やまもと整形外科 　山県市高富2092-1 27-0170 ○ ○
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いない
87％

1. 関係がある

2. どちらかと言えば関係がある

3. あまり関係がない

4. どちらかと言えば関係がない

5. 関係がない

6. どちらとも言えない

50人以上
10％

10～49人
27％10人未満

63％

いる
10％

無回答 3％
こころに問題を抱えている従業員の有無

こころの健康と生産性や事故発生との関係

回答した事業所の従業員数

　
働
く
人
び
と
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

に
伴
い
、
多
く
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
職
場
環
境
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
す
ま
す
こ
こ
ろ
が
重
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
市
は
市
商
工
会
に
協
力
を
依

頼
し
、
市
内
事
業
所
で
働
く
人
の
健
康
づ

く
り
を
検
討
す
る
た
め
に
、
事
業
所
ご
と

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
従
業
員
数
が
50
人
以

下
の
職
場
が
約
９
割
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
う
ち
、
約
１
割
の
職
場
で
こ
こ
ろ
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
の
健
康
と

生
産
性
や
事
故
発
生
の
関
係
」
も
８
割
以

上
の
事
業
所
が「
関
係
が
あ
る
」と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
が
あ
る
人
は
、
話
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
相
談
を
受
け
た
人

は
内
容
を
整
理
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
相
談
を
さ
れ
る
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
励
ま
し
た
り
し
た
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
励
ま
す
こ
と
が
逆
効
果
の

場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
相
談
を
受
け
た
人
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
よ
う
な
内
容
の
場
合
は
、
内

容
に
応
じ
た
相
談
先
に
連
絡
す
る
よ
う
勧

め
て
く
だ
さ
い
。

　

精
神
保
健
専
門
医
が
個
別
で
話
を
聞

き
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
本
人
以
外
に

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
も
受
け
ら
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
の
で
、
心
配
の
あ
る
人
は
健
康
介
護
課

へ
2
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
27
日（
木
）、
12
月
22
日

（
木
）、
２
月
23
日（
木
）

働
く
皆
さ
ん
、
大
丈
夫
？

耳
を
傾
け
る
こ
と
の
大
切
さ

心
の
相
談

こ
こ
ろ
の
疲
れ
、
見
過
ご
さ
な
い
で

年
間
２
万
人
の
人
が
自
ら
命
を
絶
つ
日
本
。

そ
の
中
で
も
、
う
つ
病
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
人
は
５
，０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、

こ
こ
ろ
の
健
康
は
身
体
の
健
康
と
同
じ
く
ら
い
大
切
で
す
。

問
健
康
介
護
課　
℡
22
―
６
８
３
９

アンケート調査結果
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家具等転倒防止器具購入などを助成
問福祉課　℡22−6837

市では高齢者世帯、障がい者世帯などを対象に、
家具等転倒防止器具購入費などに関して助成を
行っています。

　　　家具等転倒防止器具購入費助成事業
■助成対象となる器具

　転倒防止板、Ｌ字型金具、補強板、突っ張り棒、二段家具
連結止金具、転倒防止ベルト、転倒防止チェーンなど
■助成の限度額	

　1世帯あたり3,000円（消費税含む）以内
※1回を限度
■条件

・借家、間借などの場合、器具を取り付けることについて、
家屋所有者の承諾が得られていること。

・器具取り付け後は、取り外さないこと。
■設置について

　山県市総合ボランティア・サポートセンターが無料で器
具の設置を行います。

　　　住宅用火災警報器設置推進事業
　　　自動ブレーカー落とし装置の取り付け
■助成について

　火災警報器、自動ブレーカー落とし装置の購入費に対する
助成はありません。
■設置について

　山県市総合ボランティア・サポートセンターが無料で器
具の取り付けを行います。

悪質な訪問販売と詐欺行為にご注意を
　悪質な訪問販売が発生しています。不審に思ったら、
訪問員に身分証（顔写真入り）の提示を求めてくださ
い。また、器具の取り付けなどで心配なことがありまし
たら、福祉課、山県市総合ボランティア・サポートセン
ターに相談してください。

　市内在住で、次の①〜⑦のい
ずれかに該当する人の世帯
①65歳以上の高齢者
②要支援・要介護者
③身体障がい者（手帳1〜3級）
④知的障がい者（手帳Ａ・Ｂ）
⑤精神障がい者（手帳1・2級）
⑥母子家庭および寡婦家庭（18

歳以上65歳未満の人が同居
する場合は除く。）

⑦難病患者など

▶協力機関
　NPO法人　
　山県市総合ボランティア
　・サポートセンター
　　　　　℡52－3110

・器具の取付相談
・取付ボランティア
・申請代行
お気軽に相談してください。

▶申込方法
・申請書の記入方法について

は、山県市総合ボランティア・
サポートセンターに相談して
ください。

・申請書は、市ＨＰからもダウ
ンロードできます。

対象世帯
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            まち●話題のT O P I C S

　
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

の
た
め
、
７
月
22
日
に
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社
と
、
７
月
29
日
に
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
と「
が
ん
検
診
等
受
診
率
向
上

に
関
す
る
連
携
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　
今
後
生
命
保
険
会
社
は
、
契
約
内
容
の

確
認
や
営
業
活
動
を
行
う
際
に
、
市
の
各

種
検
診
の
受
診
を
促
す
チ
ラ
シ
を
手
渡
す

な
ど
し
て
受
診
を
勧
め
ま
す
。

　
市
長
は「
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に

も
、
ま
ず
は
検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
受
診
啓
発

に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

は
大
変
あ
り
が
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
8
月
8
日
、
美
山
中
学
校
で「
中
学
生

と
市
長
と
語
る
会
」
が
行
わ
れ
、
高
富
、

伊
自
良
、
美
山
の
各
中
学
校
か
ら
生
徒
会

役
員
３
人
ず
つ
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

会
で
は
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や

話
し
合
っ
た
こ
と
、
市
政
に
対
す
る
提
案

な
ど
に
つ
い
て
、各
校
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
発
表
後
は
、「
地
元
で
働
き
、
暮

ら
し
続
け
た
い
」「
人
と
人
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
を
」「
特

色
あ
る
地
域
を
い
っ
そ
う
目
指
し
た
い
」

な
ど
、
市
長
を
交
え
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
、
高
富
公
民
館
で
山
県
市
赤

十
字
奉
仕
団
主
催
の「
こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ

の
架
け
橋
講
習
」
が
行
わ
れ
、
団
員
約
25

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
岐
阜

県
支
部
の
健
康
生
活
支
援
講
習
指
導
員
の

荒
引
真
由
美
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
参
加

者
が
地
域
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
役

に
な
れ
る
よ
う
、
地
域
で
の
体
制
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
り
地
域
の
人
が
話

を
し
や
す
い
よ
う
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

同
団
の
大
沢
登
美
子
委
員
長
は
、「
今

日
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
の
高
齢
者
見
守

り
活
動
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
14
日
、
長
良
川
競
技
場
で
行
わ
れ

た
F
C
岐
阜
と
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
対

戦
に
併
せ
、
会
場
で
は
市
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
イ
ベ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
直
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
市
長
、

市
観
光
協
会
長
が
両
チ
ー
ム
に
市
の
特
産

品
で
あ
る「
黒
に
ん
に
く
」を
贈
呈
。ま
た
、

高
富
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
フ

ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
ピ
ッ
チ
内
を
行
進
し
て

会
場
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会

場
外
に
設
置
さ
れ
た
グ
ル
メ
観
光
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
で
は
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
や
元
気
玉

バ
ー
ガ
ー
、
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
フ
ラ
ン
ク
が

販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
市
の
名
物
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
を

生
命
保
険
会
社
２
社
と
協
定
締
結

次
世
代
を
担
う

中
学
生
と
市
長
が
語
る
会

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
の
架
け
橋
に

赤
十
字
奉
仕
団
が
講
習
会
を
開
催

Ｆ
Ｃ
岐
阜

山
県
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

日本生命保険相互会社

第一生命保険株式会社
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８
月
11
日（
山
の
日
）、
甘
南
美
寺
で
竹

燈
籠
を
作
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
、
８
月
20
日
に
は
、
作
成
し
た
竹
燈

籠
に
あ
か
り
を
つ
け
る
イ
ベ
ン
ト「
燈
す

（
と
も
す
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
甘
南
美
寺
の
あ
る

長
滝
地
区
の
若
者
が
中
心
に
結
成
し
た

「
長
竹
会
」が
主
催
し
ま
し
た
。

　
「
燈
す
」で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作

ら
れ
た
も
の
を
含
む
約
１
，５
０
０
基
の

竹
灯
籠
が
境
内
を
ほ
の
か
に
照
ら
し
、
訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
5
月
25
日
、
高
富
小
学
校
運
営
協
議
会

で
、
見
守
り
活
動
の
継
続
と
充
実
の
た

め
、
見
守
り
隊
を「
登
下
校
隊
」と「
心
が

け
隊
」
の
２
つ
に
分
け
る
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。
校
区
の
青
少
年
育
成
市
民
会
議
や

自
治
会
連
合
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
賛
同
し
て
校

区
住
民
に
呼
び
か
け
、
７
月
末
現
在
で
約

１
，０
０
０
人
も
の
参
加
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
登
下
校
の
付
き
添
い
や
普
段
の

暮
ら
し
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
気
を
配
り

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」と
い
う

風
土
の
醸
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
5
月
31
日
に
美
山
中
央
公
民
館

で
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
が
行
わ

れ
、
地
域
で
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力
し
た
青
少
年
指
導
者
22
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
8
月
24
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
、
市

人
権
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、
お
笑
い
芸

人
の
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
が「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
〜

突
然
、
僕
は
殺
人
犯
に
さ
れ
た
〜
」
を
題

材
に
話
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん
は
、
身
に
覚

え
の
な
い
事
件
の
犯
人
に
さ
れ
て
10
年
に

渡
り
ネ
ッ
ト
中
傷
被
害
を
受
け
た
経
験
を

も
と
に
講
演
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
の
恐
怖
と
と
も
に
、
人
は

他
人
の
言
葉
に
よ
っ
て
苦
し
い
思
い
を
す

る
こ
と
も
あ
り
、
反
対
に
他
人
の
言
葉
に

よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
語
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
約
２
０
０
人
の
市
民
が
訪

れ
、
人
権
に
つ
い
て
広
く
理
解
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ
台
北
大
会
に
出
場
す
る
大
橋
朋
花

さ
ん
が
、
市
長
と
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
８
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は

全
国
５
位
の
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
日
本

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
で
あ
る
大
橋

さ
ん
。「
昨
年
国
際
大
会
に
出
場
し
た
際

は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
戦
っ

て
い
た
の
で
、
２
年
目
の
今
年
は
気
持
ち

に
余
裕
を
持
っ
て
大
会
に
臨
み
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
試
合
で
使
う
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
も
持
参
し
、
手
に
し
た
市
長
に
重
み

と
操
る
難
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

夏
の
夜
の	

静
寂
な
境
内
に

竹
燈
籠
で
火
を「
燈
す
」

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
る

ス
マ
イ
リ
ー
キ
ク
チ
さ
ん

人
権
教
育
講
演
会
で
経
験
を
語
る

大
橋
朋
花
さ
ん

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
国
際
大
会
出
場
！
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      まち●話題のT O P I C S
      

避難所へ迅速に畳提供を
災害時の支援協定を締結

トンネル開通に期待をこめて
岐阜山県トンネル工事安全祈願祭

藤原心亜さん
ソフトテニスで全国3位

岐阜地域公衆衛生
協議会長表彰を受賞

全国食生活改善推進員協議会
名誉会員賞を受賞

多様な課題に官学で連携
岐阜経済大学と包括協定

　
８
月
17
日
、
５
日
で
５
０
０
０
枚
の
約
束
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
と
、
支
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
災
害
時

の
避
難
所
に
、
新
し
い
畳
を
届
け
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
の
畳
店
が
連
携
し
て
行
って
い
る
も
の
で
す
。

　

協
定
は
、
災
害
時
の
連
絡
体
制
の
構
築
や
、
畳

の
処
分
方
法
を
考
え
る
体
制
づ
く
り
が
主
な
項
目

で
、
市
長
は
「
災
害
時
に
迅
速
に
、
か
つ
無
償
で
畳

を
提
供
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
避
難
所
の
厳
し
い
環

境
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
あ
り
が
た
い
」

と
協
定
に
よ
る
協
力
体
制
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
、
東
海
環
状
自
動
車
道
岐
阜
山
県
ト

ン
ネ
ル（
仮
称
）の
岐
阜
市
側
坑
口
で
、
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
岐
阜
市

と
山
県
市
の
間
を
貫
く
も
の
で
、
安
全
祈
願
祭
は

工
事
受
注
者
の
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
が
主
催

し
、
市
か
ら
は
市
長
の
ほ
か
周
辺
自
治
会
や
関
係

す
る
市
民
団
体
も
出
席
し
ま
し
た
。
市
長
は
、「
岐

阜
山
県
ト
ン
ネ
ル
が
着
工
し
た
こ
と
で
、
山
県
が
高

速
道
路
に
つ
な
が
る
日
が一歩
近
づ
い
た
と
実
感
す

る
。
市
も
、
本
事
業
に
あ
わ
せ
て
地
域
の
発
展
の

た
め
に
い
っ
そ
う
努
力
し
た
い
」
と
期
待
を
込
め
ま

し
た
。

　
８
月
12
日
、「
第
33
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
」に
出
場
し
た
、
高
富
小
学
校
６

年
生
の
藤
原
心
亜（
ふ
じ
わ
ら
・
こ
こ
あ
）さ
ん
が
、

大
会
の
結
果
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
県
代
表
の一人
と
し
て
個
人
戦
と
団

体
戦
に
参
戦
。
チ
ー
ム
は
、
女
子
団
体
の
部
で
見

事
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
県
代
表
が
ベ
ス
ト
３
に
入

る
の
は
お
よ
そ
30
年
ぶ
り
で
す
。

　
銅
メ
ダ
ル
を
掲
げ
た
藤
原
さ
ん
は
「
自
分
は
反
省

す
る
と
こ
ろ
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
分
仲
間
を
全
力
で

応
援
し
た
。
今
後
も
練
習
を
重
ね
て
強
く
な
り
た

い
」と
次
への
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

岐
北
厚
生
病
院
副
院
長
の
小
林
覚
さ
ん（
写
真

右
）と
同
病
院
副
院
長
の
益
田
和
明
さ
ん（
写
真

左
）が
、
７
月
29
日
、
岐
阜
地
域
公
衆
衛
生
協
議

会
長
表
彰
の
受
章
報
告
の
た
め
、
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
長
年
に
わ
た
り
公
衆
衛
生
事
業
の
た

め
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
会
員
の
石
神
み
ち

子
さ
ん
が
、
全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
名

誉
会
員
賞
の
受
賞
報
告
の
た
め
、
７
月
５
日
、
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
域
の
食
生
活
改
善
や
食
文
化
の

継
承
の
担
い
手
と
し
て
長
年
活
躍
し
、
90
歳
を
迎

え
た
人
を
対
象
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
市
で
は
石
神

さ
ん
が
初
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
石
神
さ
ん
は
、

「
農
は
国
の
根
幹
で
、
食
は
命
の
根
源
。
食
の
大

切
さ
を
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
」と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
８
月
10
日
、
市
と
岐
阜
経
済
大
学
が
、
地
域
の

活
性
化
や
人
材
育
成
な
ど
多
様
な
分
野
で
包
括
的

な
連
携
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
協
定
を
結
び
ま
し

た
。

　
締
結
式
で
は
、
市
長
と
石
原
健
一
岐
阜
経
済
大

学
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
市
長
は「
市
が

新
た
な
挑
戦
を
す
る
と
き
な
ど
に
、
ぜ
ひ
大
学
の

知
見
を
い
た
だ
き
た
い
」、
石
原
学
長
は「
教
員
の

社
会
的
使
命
は
地
域
貢
献
だ
と
考
え
る
。
学
生
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
も
含
め
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。
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問企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN

山 県 市 広 報 番 組  
毎日１回15分間放送

毎週月曜日　19:00～19:15
毎週火曜日　18:15～18:30
毎週水曜日　12:00～12:15
毎週木曜日　18:30～18:45
毎週金曜日　12:30～12:45
毎週土曜日　11:15～11:30
毎週日曜日　  9:45～10:00

毎日1回15分間放送
8:30～8:45

地上デジタル放送
12chの

チャンネルCCN

地上デジタル放送
11chの

チャンネルCCN

今月の放送内容はこちら。
●「山県市のお金の話【山県市の財政】」を
	 紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、
	「高富中学校」を紹介します。

リポーターの
伊藤由美子です。

なお、上記スケジュールは予告なく
変更される場合があります。

　
10
月
に
岩
手
県
で
行
わ
れ
る
国
民
体
育

大
会（
２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）と

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
２
０
１
６

２
０
１
６
希
望
郷
い
わ
て
国
体

選
手
・
監
督
９
人
が
出
場
報
告

希
望
郷
い
わ
て
大
会
）に
出
場
す
る
、
市

内
在
住
の
選
手
・
監
督
９
人
の
激
励
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
、
陸
上
競
技
の
八
木
奏

衣
さ
ん（
県
立
岐
阜
商
業
高
③
）、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
の
高
井
隆
太
さ
ん（
市
立
岐
阜
商

業
高
③
）と
高
井
陽
太
さ
ん（
同
校
②
）、

ゴ
ル
フ
の
吉
音
羽
さ
ん（
岐
阜
聖
徳
学
園

高
③
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
大
橋
朋
花
さ

ん（
聖
マ
リ
ア
女
学
院
高
②
）、
ク
レ
ー
射

撃
の
山
口
浩
二
さ
ん
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技
の
川
出
奈
美
子
さ
ん
と
、卓
球・

成
年
女
子
の
監
督
と
し
て
河
田
靖
司
さ

ん
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
監
督
と
し
て
鷲
見

益
男
さ
ん（
聖
マ
リ
ア
女
学
院
高
教
頭
）。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、「
良
い
結
果
を
残

し
て
、
過
去
出
場
し
た
大
会
の
リ
ベ
ン
ジ

を
し
た
い
」「
国
体
で
の
入
賞
回
数
が
伸

び
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

市
長
と
教
育
長
か
ら
は
、「
家
族
の
支

え
を
感
じ
な
が
ら
、
思
う
存
分
戦
っ
て
き

て
ほ
し
い
」「
皆
さ
ん
の
背
中
を
見
て
育

つ
後
輩
の
た
め
に
も
良
い
結
果
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
清

流
大
会
」
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ミ
ナ
モ
」も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
選
手
・

監
督
を
激
励
し
ま
し
た
。

教
育
長

高
井
陽
太
さ
ん

高
井
隆
太
さ
ん

鷲
見
益
男
さ
ん

河
田
靖
司
さ
ん

山
口
浩
二
さ
ん

（
後
列
左
か
ら
）

大
橋
朋
花
さ
ん

吉
音
羽
さ
ん

市
長

八
木
奏
衣
さ
ん

川
出
奈
美
子
さ
ん

（
前
列
左
か
ら
）
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や っ て み よ う 消 防 訓 練 ！
　いつ起こるかわからない災害、あわててしまって何もできなかった。このようなことが無いよう
に普段からの訓練が大切です。
　身近な人々の協力も大切です。事業所や自治会、団体での消防訓練や救急訓練を実施しましょう。

※各種訓練を希望する場合は、事前に最寄りの
　消防署まで相談してください。

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

南消防署　℡22－0119
北消防署　℡55－2119

消火訓練
消火器や消火栓など
の使用方法を学ぶ訓
練です。

防火・防災講話
防火・防災に関する
講話やDVDを上映し
ます。

発災対応型
防災訓練

倒壊家屋からの救出、
搬送法、応急手当を実

施する訓練です。

救急講習
止血や心肺蘇生法な
どを学ぶ講習です。

災害図上訓練
地図上で地域の危険
個所や防災対策を検
討する訓練です。

第
45
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場
報
告

　
8
月
24
日（
水
）、
愛
媛
県
松
山
市

（
松
山
中
央
公
園
）で
第
45
回
全
国
消

防
救
助
技
術
大
会
が
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
選
抜
さ
れ
た
約
１
，０
０
０
人

の
隊
員
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
ほ
ふ
く
救

出
に
面
手
友
樹
消
防
士
長（
29
）、
高

野
晶
消
防
士（
28
）、
長
屋
勇
徹
消
防

士（
21
）が
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
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林
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

さ
わ
や
か
に
汗
を
か
こ
う

や
ま
が
た
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

 
〜
は
じ
か
み
林
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
〜

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
林
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
生
涯
学
習
課
、
産
業
課
、
健
康
介
護
課
の
共
催

で
今
年
も
行
い
ま
す
。
今
回
も
運
営
を
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
行
い
、
ゴ
ー
ル
地
点
の

は
じ
か
み
林
道
頂
上
付
近
で
は
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
フ
ラ
ン
ク
や
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
る
ほ
か
、
血

管
年
齢
測
定
や
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ
り
、
健
康
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
な
が
ら
、
健
康
増
進
し
ま
せ
ん
か
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22
―
６
８
４
５

日　時：11月3日（木・祝）
　　　　9時30分受付、10時スタート
場　所：大桑椿野（旧国体馬術場跡）

参加費：無料
特　典：全員に記念品と飲み物を無料配布
　　　　先着100人に豚汁を無料配布

【主催】生涯学習課　【共催】産業課、健康介護課
【主管】市スポーツ推進委員会
【協力】市食生活改善連絡協議会、市薬剤師会

コース詳細（坂道コース）
■旧馬術競技場→はじかみ林道頂上（往路）
■距　　離：約3.0km（往路）
■所要時間：約50分（往路）
■参加者全員に記念品と飲み物をプレゼント
※雨天中止

帰りの移動について
復路は、車両で駐車場まで送迎します。
※歩いて帰ってもかまいません。

僕も行くよ！

健康イベント
①地元の食材を使った
　野菜たっぷり豚汁
②大声コンテスト
　【入賞者には図書券をプレゼント】
③健康チェック
　⑴骨のセルフチェック
　⑵血管年齢測定

スタート地点

ゴール地点

集合場所
参加者駐車場

昨
年
の
様
子

林道　椿野はじかみコース案内図

参加者募集!
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花咲きホールからのお知らせ TEL　36−2323
FAX　36−2777

▶出　演　泊真美子（ピアノ）
▶公演日　11月19日（土）　13時30分開場　14時開演　　▶場　所　 花咲きホール
▶入場料　一般 １,000円     高校生以下 500円　　未就学児無料
　　　　　全席自由　※電話予約可。売り切れの際はご了承ください。
▶主　催　市教育委員会　　▶助　成　（一財）地域創造

▶出　演　ソリスト：城えりか・城宏憲・田島聖子・近野賢一　ほか
▶内　容　ベートーヴェン：交響曲第九番「合唱付き」より、
　　　　　第4楽章　ほか
▶公演日　12月4日（日）　13時30分開場　14時開演

花咲きコンサートプレ企画開催
▶公演日　11月6日（日）13時30分開演　　　▶入場料　全席1,000円  全席自由
▶内　容　城　宏憲テノールコンサート

▶場　所　花咲きホール
▶主　催　市教育委員会
▶入場料　全席1,000円  全席自由  
※売り切れの際はご了承ください。

　乳幼児やお子さんと保護者が一緒に鑑賞・参加できるコンサートです。お子さんと
一緒に音楽を聴き、体を動かして楽しみましょう。ぜひ、足をお運びください！

▶公演日　10月15日（土）
　　　　　14時開演
▶場　所　花咲きホール
▶主　催　市教育委員会

▶出　演　音　楽　早稲田桜子（ヴァイオリン）　櫻井健（チェロ）
　　　　　ダンス　セレノグラフィカ（ダンス）

▶入場料　一　般　1,000円　高校生以下　 500円
　　　　　※売り切れの際はご了承ください。
　　　　　全席自由 ※電話予約可　未就学児無料
▶助　成　（一財）地域創造

チケット好評発売中
花咲きホール0歳シリーズ
〜音楽とダンスのコラボレーション「2つの夢」〜

泊 真美子 ピアノリサイタル

第12回花咲きコンサート「市民による第九合唱」

山県市役所ロビーコンサート
ランチタイムコンサート

▶日　時　10月17日（月）12時〜12時45分
▶出演者　高富マンドリンアンサンブル
▶主　催　花咲きホール・花咲きホールボランティア

▶チケット取扱場所　
　花咲きホール　会計課
　高富・美山中央公民館

▶チケット取扱時間
　開館時間　9時～17時
　（閉館・休館日を除く）

ダンスカンパニー「セレノグラフィカ」によるワークショップ案内
　ダンスカンパニー「セレノグラフィカ」のワークショップに参加しませんか。10月15
日（土）に花咲きホールで行う「音楽とダンスのコラボレーション公演」に出演できます。
▶ワークショップ開催日（予定）
　10月7日（金）〜12日（水）19時〜21時　14日（金）リハーサル
　15日（土）公演　14時開演　講師：セレノグラフィカ（隅地茉歩・阿比留修一）
▶対　象　小学生以上、居住地不問
▶申し込み　電話かFAXで。名前・性別・年齢・住所・電話番号を連絡してください。
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美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？
紹欽さんの

● 

今
月
の
ひ
と
こ
と
　

　

孟
子（
も
う
し
）は「
心
を
養

う
は
寡
欲（
か
よ
く
）よ
り
善
き

は
な
し
」と
説
い
て
い
ま
す
。

　

紹
欽
さ
ん
は
こ
の
説
に
つ

い
て
、「
寡
欲
の
寡
は
、
多
分

「
中
」を
さ
し
て
い
る
と
解
釈
し

た
い
。
寡
と
多
と
の
間
に「
中
」

が
あ
る
と
い
っ
た
が
、
中
は

「
中
」
間
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
少
な
か
ら
ず
多
か
ら
ず
」と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
ほ
ど
ほ
ど
」

で
あ
る
。
あ
え
て
心
を
奪
う
と

ま
で
い
え
な
く
て
も
、
人
間
は

こ
の「
ほ
ど
ほ
ど
」の
欲
望
に
生

き
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。」と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
に
は
、
財
欲
、
色
欲
、

食
欲
、
名
誉
欲
、
睡
眠
欲
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
欲
が
あ
り
、
こ
の

欲
が
生
き
て
い
く
源
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
強
欲
す
ぎ
る
と
生

き
よ
う
を
誤
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
欲
望
を
本
能
に

任
せ
ず
、
自
己
を
抑
制
す
る
心

を
養
い
、
欲
を「
ほ
ど
ほ
ど
」に

と
ど
め
る
よ
う
に
努
め
た
い
も

の
で
す
。

「
生
き
る
知
慧
　
日
常
の
禅
」

徳
間
文
庫
　
参
照

【水墨画展】
▶日　時　11月26日（土）、27日（日）
　　　　　10時00分〜16時30分（両日とも）
▶場　所　古田紹欽記念館 第一展示室
　　　　　※第二展示室の入室は要予約（有料）

【ワークショップ】
　「子どもたちのための水墨画授業」
▶日　時　11月26日（土）
　　　　　午前の部 10時00分〜12時30分
　　　　　午後の部 13時30分〜16時00分
▶参加費　無料　　▶対　象　小・中学生
▶定　員　各15人（要予約）

▶期　間　10月14日（金）〜16日（日）
▶時　間　9時00分〜17時00分　※初日は9時30分から、最終日は15時00分まで
▶内　容　健康法としての一輪挿し体験（無料）※花がなくなり次第終了
▶主　催　（公財）岡田茂吉美術文化財団　MOA山月光輪花　山県教室　代表　山口　久美子

　雪舟が生きた時代の貴重な水墨画の優品を特別展示します。室町時代に描かれた水墨画を鑑賞し、
水墨画の魅力を味わってみませんか。（講師：美術史家 高橋範子さん）

▶内　容　水墨画のお話のあと、水墨画制作を体
験します。制作では、実際に硯で墨をすること
から体験していきます。

【講演】「伊自良と雪舟」
▶日　時　11月27日（日）13時30分〜15時30分
▶参加費　500円（呈茶付き）
▶対　象　一般　　▶定　員　30人（要予約）
▶内　容　文明13年（1481）秋に、遠く山口の地

から伊自良の山里を訪ねてきた雪舟。その実像
に史料をとおして迫ります。床の間に掛けられ
る名画にもご期待ください。

※2日間は一般の抹茶体験、図書の貸出は行いません。

2日間だけの古田紹欽記念館特別展
「古田紹欽が愛した墨色の世界 室町水墨画展 其の一 ～伊自良と雪舟～」

ＭＯＡ山月光輪花　花展　「花による心の健康法」

図
書
館
か
ら
のお

知
ら
せ

古
田
紹
欽
記
念
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
℡
36
︱
3
3
3
9

問
℡
36
︱
1
0
2
3

図
書
館
本
館
・
美
術
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
内
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
日

を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日　
10
月
４
日（
火
）

※
高
富
図
書
室
は
、
通
常
ど
お
り
開
館
し

て
い
ま
す
。

図
書
館
上
映
会

　
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト
で
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ

Ｄ
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
23
日（
日
）14
時
〜

▼
ア
ニ
メ　
「
チ
ャ
ー
リ
ィ
と
こ
ぐ
ま
の

ミ
モ　
２
」（
30
分
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中

　
図
書
館
で
は
、
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
雑
誌
の
購
入
費
用

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
購
入
雑

誌
の
最
新
号
カ
バ
ー
表
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー

名
称
、
裏
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
を
表
示

で
き
ま
す
。

○
古
本
を
お
譲
り
し
ま
す

　
購
入
後
の
年
数
が
経
過
し
た
本
や
紙
質

の
劣
化
し
た
本
を
無
料
で
お
譲
り
し
て
い

ま
す
。（
絵
本
・
児
童
書
の
み
）

臨時休館のお知らせ　次の日を特別展開催準備に伴う休館とします。
▶休館日　11月22日（火）〜25日（金）（9時00分〜17時00分）、26日（土）（9時00分〜10時00分まで）
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お
知
ら
せ
広
場

量
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
次
の
３
つ
の
目
標
を
ク
リ
ア
す

る
と
、
抽
選
で
健
康
管
理
に
役
立
つ
豪
華

景
品
が
当
た
り
ま
す
。

①
自
分
で
決
め
た
40
日
間
の
う
ち
、
30
日

以
上
普
段
よ
り「
10
分
」多
く
か
ら
だ
を
動

か
す

②
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
を
１
つ
以
上
受

診
す
る

③
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
教

室
な
ど
に
１
回
以
上
参
加
す
る

　
応
募
の
締
め
切
り
は
12
月
28
日（
水
）で

す
。
今
か
ら
で
も
ま
だ
十
分
に
間
に
合
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
チ
ラ
シ（
市
役
所
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
各
支
所
・
各
中
央
公
民
館
な
ど
に

設
置
）ま
た
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
待
って
い
ま
す
。

問
健
康
介
護
課　
℡
22
―
６
８
３
９

平
成
29
年
度
市
立
保
育
園

入
園
の
申
し
込
み

　
来
年
度
４
月
１
日
か
ら
保
育
園
に
入
園

を
希
望
す
る
人
は
、『
施
設
型
給
付
費
・

地
域
型
保
育
給
付
費
等
支
給
認
定
申
請

書
』
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
年
度
途
中
に
入
園
を
希
望
す
る
人
は

希
望
保
育
園
へ
連
絡
い
た
だ
き
、
入
園
時

期
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

  

必
要
書
類
は
、
各
保
育
園
、
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
10
月
31
日（
月
）

▼
申
込
先　
各
保
育
園

▼
対
象
年
齢　
生
後
10
カ
月
〜
５
歳
児

▼
入
園
条
件　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
保
護
者
が
そ
の
児
童
を
保
育
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

①
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
一
定
時
間

以
上
行
っ
て
い
る
。

②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
。

③
病
気
・
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い

が
あ
る
状
態
で
あ
る
。

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
の
親
族
の

介
護
・
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

⑤
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
に

よ
り
住
居
を
失
っ
た
り
破
損
し
た
り
し
た

た
め
、
そ
の
被
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い

る
。

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑦
就
学
ま
た
は
職
業
訓
練
を
受
け
て
い

る
。

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

問
入
園
希
望
の
各
保
育
園
か
福
祉
課

　
℡
22
―
６
８
３
７

あ
な
た
の
明
日
の

健
康
の
た
め
に

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
＋
10（
プ
ラ
ス
テ
ン
）」に

も
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
か

　

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
と
さ
れ
る

「
身
体
活
動
不
足
」を
解
消
し
、
運
動
習
慣

の
定
着
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
６
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
＋
10
。

　
「
普
段
よ
り
も
１
日
10
分
多
く
か
ら
だ

を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
健
康
寿
命
を
延

ば
そ
う
」
と
い
う
こ
の
取
り
組
み
は
、
糖

尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
う
つ
、

認
知
症
な
ど
に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
減

みんなからの
応募を

まっチョルよ!
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山
県
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
障
が
い

な
ど
で
判
断
能
力
の
十
分
で
な
い
人
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
本
人
の
財
産
や
権
利
を
法
律
的
に

保
護
し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
何
？

　
認
知
症
高
齢
者
数
は
ま
す
ま
す
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
が
広
く
利

用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
の
知
識

を
持
っ
た
人
を
養
成
し
て
地
域
の
中
で
身

近
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思

う
人
た
ち
の
身
近
な
相
談
役
に
な
っ
た

り
、
地
域
で
の
権
利
擁
護
活
動
が
で
き
る

人
を
成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
養
成

し
ま
す
。

▼
養
成
講
座
開
催
日
時
と
主
な
内
容

①
11
月
４
日（
金
）

　
　
成
年
後
見
制
度
概
要

②
11
月
25
日（
金
）

　
　
成
年
後
見
制
度
の
解
説

　
　
認
知
症
の
理
解 

③
12
月
16
日（
金
）

　
　
障
害
者
に
対
す
る
理
解

　
　
家
庭
裁
判
所
の
実
務
の
理
解

④
平
成
29
年
１
月
20
日（
金
）

　
　
身
上
監
護
・
財
産
管
理
の
理
解 

⑤
平
成
29
年
２
月
17
日（
金
）

　
　
成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

全
5
日　
13
時
〜
14
時

▼
受
講
料　
無
料

▼
場
所　
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

▼
受
講
対
象
者　

　
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉
に
理
解
が
あ
り

養
成
講
座
全
日
程
に
参
加
が
で
き
る
人

▼
受
講
定
員　
25
人  

　
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
介

護
課
内　

℡
22
―
６
８
３
８
）ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
め
切
り
日　
10
月
14
日（
金
）

※
本
講
座
を
受
講
し
た
人
に
は
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。

問
健
康
介
護
課　
℡
22
―
６
８
３
８

お知らせ広場

Pick up!

　市民の皆さんと市長との市政に対する意見交換の場と
して、市民座談会を下記のとおり開催いたしますのでご
参加ください。

記

月　日 会　　場 地　　　区

10月27日（木） 高富公民館 高富小校区

10月29日（土） 美山中央公民館 美山小校区

11月８日（火） 富岡公民館 富岡小・梅原小校区

11月11日（金） 伊自良中央公民館 伊自良北小・
伊自良南小校区

11月14日（月） 美山山村開発センター いわ桜小校区

11月15日（火） 桜尾公民館 桜尾小・大桑小校区

※時間は美山中央公民館が午前9時からで、その他の会
場は午後7時30分からです。

問市自治会連合会事務局　総務課
　℡22｜6820

市民座談会開催のお知らせ

23 広報やまがた 2016.10



認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が

映
画
会
を
開
催

映
画　
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

　
残
さ
れ
た
時
間
を
前
向
き
に
生
き
よ
う

と
す
る
父
と
家
族
の
姿
。
涙
と
笑
い
に
包

ま
れ
て
、
誰
も
が
自
分
の
家
族
に
思
い
を

寄
せ
る
あ
た
た
か
な
作
品
で
す
。

▼
日
時

　
10
月
７
日（
金
）14
時
〜
16
時

　
受
け
付
け　
13
時
30
分
か
ら

▼
場
所

　
県
図
書
館
１
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
黒
野
病
院

　
℡
０
５
８
―
２
３
４
―
７
０
３
８

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

は
行
政
相
談
週
間

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
た
り
、
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
声
を
総
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
日
時　
10
月
18
日（
火
）13
時
〜
15
時

▼
場
所
・
相
談
員

 

市
役
所　
１
階
市
民
相
談
室

　

 

鷲
見
奉
子
行
政
相
談
委
員

 

伊
自
良
中
央
公
民
館　
研
修
室

　

 

川
島
信
雄
行
政
相
談
委
員

 

美
山
支
所　
住
民
相
談
室

   

宮
川
憲
治
行
政
相
談
委
員

問
総
務
省
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所

　
岐
阜
市
金
竜
町
５
―
13

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　
℡
０お

こ
ま
り
な
ら
ま
る

５
７
０
―
０ま

る
く
じ
ょ
ー
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

９
０
１
１
０

　
FAX
０
５
８
―
２
４
８
―
６
７
５
５

HP http://w
w

w
.soum

u.go.jp/
kanku/chubu/gifu.htm

l
ま
た
は
、
市
民
環
境
課
行
政
相
談
担
当

　
℡
22
―
６
８
２
８

伊
自
良
中
央
公
民
館
文
化
祭

　
伊
自
良
中
央
公
民
館
講
座
や
サ
ー
ク
ル

団
体
な
ど
の
作
品
、
伊
自
良
地
域
の
保
育

園
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
無
料
カ
フ
ェ
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

　
11
月
5
日（
土
）９
時
〜
18
時

　
11
月
6
日（
日
）９
時
〜
15
時

▼
場
所　
伊
自
良
中
央
公
民
館

▼
内
容　
作
品
展
示

体
験
コ
ー
ナ
ー（
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
な
ど
）

無
料
カ
フ
ェ（
飲
食
コ
ー
ナ
ー
）

お
や
こ
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば「
い
じ
ら
ん
ど
」

の
開
放

▼
一
般
作
品
の
募
集

　
一
般
の
人
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
展

示
希
望
者
は
10
月
28
日（
金
）ま
で
に
、
伊

自
良
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
主
催　
伊
自
良
中
央
公
民
館
文
化
祭
実

行
委
員
会

問
伊
自
良
中
央
公
民
館

　
℡
36
―
３
３
５
５

円
空
仏
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

▼
日
時　
11
月
12
日（
土
）８
時
30
分
〜
16

時
30
分

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
県
立
博
物
館「
東
海

地
方
の
円
空
仏
」「
円
空
仏
に
み
る
古
仏

か
ら
の
影
響（
講
演
）」、
不
二
羽
島
文
化

セ
ン
タ
ー「
円
空
仏
作
品
展
示
会
」「
円
空

彫
り
体
験
」な
ど

▼
参
加
費
用　
一
人
１
，０
０
０
円

▼
応
募
方
法

　
応
募
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
参
加
人
数（
は
が
き

一
通
で
２
人
ま
で
）、
希
望
の
集
合
場
所

（
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅（
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
）前
、

ま
た
は
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関

口
）を
記
載
の
上
応
募

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
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▼
定
員　
35
人
程
度

※
小
学
生
以
下
は
親
の
同
伴
が
必
要

▼
締
め
切
り　
10
月
20
日（
木
）

▼
主
催　
円
空
連
合

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
羽
島
市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

　
℡
０
５
８
―
３
９
２
―
１
１
１
１

　
FAX
０
５
８
―
３
９
２
―
１
３
５
５

第
13
回
山
県
市
文
化
協
会
文

化
祭

▼
日
時　
10
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
高
富
中
央
公
民
館

▼
内
容　
舞
台
発
表
・
作
品
展
示

▼
特
別
公
演　
ば
ち
が
い
ミ
ニ
ガ
ー
ズ

　

 

13
時
〜
14
時（
元
岐
阜
盲
学
校
教
諭
）

　
奏
者　
松
浦　
研
一
ほ
か

▼
主
催　
市
文
化
協
会

▼
後
援　
市
教
育
委
員
会

問
高
富
中
央
公
民
館

　
℡
22
―
３
３
５
１

「
緑
の
募
金
」へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
緑
の
募
金
運
動
が
、
５
月
31
日
ま
で
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。本
市
で
も
、

自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
に
よ

り
、多
く
の
募
金（
１
，１
４
１
，１
７
８
円
）

が
集
ま
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、「
森
林
の
整
備
」

「
緑
化
の
推
進
」な
ど
の
事
業
の
ほ
か
、
市

内
で
の
植
樹
や
公
共
施
設
の
緑
化
に
も
活

用
さ
れ
ま
す
。

問
産
業
課　
℡
22
―
６
８
３
０

【
募
集
】緑
の
募
金
に
よ
る
公

募
事
業

　
緑
の
募
金
や
森
林
整
備
な
ど
に
対
す
る

県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
広
め
、
県
民
参

加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に「
緑
の
募
金
に
よ
る

公
募
事
業
」を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

○
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
徐
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
事
業

○
公
共
的
な
場
所
の
街
路
樹
、
記
念
植
樹

な
ど
の
造
成
事
業
ほ
か
緑
化
推
進
事
業

▼
事
業
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
２

月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

▼
応
募
用
件

○
自
主
的
･
組
織
的
な
活
動
で
事
業
を
完

遂
で
き
る
こ
と

○
交
付
金
の
使
途
に
係
る
条
件
遵
守
が
確

実
な
こ
と

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ

と

お知らせ広場

○
土
地
の
所
有
者
な
ど
の
承
諾
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と

▼
助
成
交
付
限
度
額　
１
件
１
０
０
万
円

▼
応
募
申
請
書

http://w
w

w
.gifu-ryokusui.jp/

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
め
切
り　
11
月
10
日（
木
）必
着

問（
公
社
）岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　
岐
阜
市
六
条
江
東
２
―
５
―
６

　
℡
０
５
８
―
２
７
３
―
７
５
７
７

は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
取
引
・
証
明
に

使
用
す
る「
は
か
り
」の
定
期
検
査
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
必

ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
で「
は
か
り
」を

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
と
計
量
法
違
反

行
為
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

①
10
月
24
日（
月
）10
時
〜
12
時

　
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
伊
自
良
支
店

②
10
月
25
日（
火
）10
時
〜
15
時

　
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
美
山
南
支
店

③
10
月
26
日（
水
）10
時
〜
15
時

　
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
高
富
支
店

▼
持
ち
物　
は
か
り（
附
属
品
を
含
む
）、

手
数
料（
岐
阜
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

問
岐
阜
県
計
量
検
定
所

　
℡
０
５
８
―
２
５
４
―
８
１
８
８
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節 日程 対戦相手 競技場

第34節 10/2（日）
18:00

ファジアーノ
岡山 長良川競技場

第35節 10/8（土）
14:00 セレッソ大阪 長居球技場

第36節 10/16（日）
15:00

京都サンガ
Ｆ.Ｃ.

西京極総合運動公園
陸上競技場兼球技場

第37節 10/22（土）
15:00

FC町田 
ゼルビア 長良川競技場

第38節 10/30（日）
14:00

ギラヴァンツ
北九州 本城陸上競技場

第39節 11/3（木・祝）
16:00

ザスパクサツ
群馬 長良川競技場

詳しくは、FC岐阜オフィシャルサイトでご確認
ください。

2016　明治安田生命J2リーグ　試合日程

山県市はFC岐阜を応援します!

FC岐阜 検 索

物
資
流
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

中
京
都
市
圏（
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三

重
県
、
名
古
屋
市
）に
お
け
る
物
の
動
き
、

事
業
所
の
物
流
施
設
の
立
地
意
向
の
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
調
査
を
行
う
こ

と
に
よ
り
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率

化
、
物
流
施
設
の
立
地
適
正
化
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
を
各
市
町
が
検
討
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
は
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象
事
業
所

　
中
京
都
市
圏
に
立
地
す
る
事
業
所
を
無

作
為
に
抽
出
し
ま
す
。

最
低
賃
金
以
上
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
ま
た

は
、
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

問
岐
阜
労
働
局
賃
金
室

　
℡
０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
０
４

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
審
議

会
委
員
の
募
集

　
市
の
特
性
を
活
か
し
た「
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
う
た
め
に
、
山
県
市
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
適
切
な
運
用
を
審
議
す
る
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
財
政
課　
℡
22
―
６
８
２
５

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

購
入
は
県
内
で

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。
宝
く
じ
の
県
内
で
の
購
入
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
今

年
の
オ
ー
タ
ム

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

は
、
一
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て
５
億

円
で
す
。

▼
発
売
期
間

　
９
月
26
日（
月
）〜
10
月
14
日（
金
）

▼
抽
選
日　
10
月
21
日（
金
）

問（
公
財
）岐
阜
県
市
町
村
振
興
協
会

　
℡
０
５
８
―
２
７
７
―
１
１
５
３

視
聴
覚
資
機
材
セ
ッ
ト
を
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）の
助
成

金
を
受
け
て
、
視
聴
覚
資
機
材
セ
ッ
ト
を

整
備
し
ま
し
た
。

  

視
聴
覚
資
機
材
セ
ッ
ト
は
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会
が
実
施
す
る
防
火
・

防
災
訓
練
や
火
災
予
防
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、（
一

財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い

る
事
業
で
す
。

問
予
防
課　
℡
22
―
3
8
7
4

▼
調
査
時
期　
10
月
〜
11
月

▼
調
査
の
内
容 

　
物
流
の
調
査
、
事
業
所
の
意
向
調
査

問
県
都
市
建
築
部　
都
市
政
策
課

　
℡
０
５
８
―
２
７
２
―
８
６
４
９

岐
阜
県
最
低
賃
金

10
月
１
日
か
ら

 　
時
間
額
７
７
６
円（
22
円
Ｕ
Ｐ
）

　
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
県

最
低
賃
金
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ー

ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
賃
金
額
が
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10月 子 育 て 予 定 表
定員がある行事は、10月1日（土）9時から施設ごとに申し込みを受け付けます。電話でも受け付けます。
定員になり次第締め切ります。詳しくは各施設に問い合わせてください。

日 日時  定 定員  内 内容  持 持ち物  費 材料費（参加費）  場 場所  備 備考

高富児童館 ℡22-4750
【休館日】  2日・9日・10日・16日・23日・30日

学童行事（市内小学生対象）
ハロウィンリース
日 8日（土） 10:00～11:30 定 10人
持 お茶、ハンカチ

手作りろうそく
日 15日（土） 10:00～11:30 定 10人
持 お茶、ハンカチ

挑戦!!　一輪車検定
日 29日（土） 10:00～11:00 定 8人
持 お茶、ハンカチ

おもちゃ病院（壊れたおもちゃの修理）
日 17日（月） 10:00～12:00

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
ふれあいタイム～親子あそび～
日 毎週木曜日 10:30～11:00

絵本タイム　
日 毎週月曜日 10:30～、14:00～

マミーサークル（登録制）
遠足
日 12日（水） 10:30～11:30 持 帽子、お茶その他必需品
場 みんなのげんき広場（雨天：保健福祉ふれあいセンター）

マミーサークル（登録制）
音で遊ぼう
持 お茶その他必需品

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
げんきタイム～親子遊び～
日 4日（火）、5日（水）、9日（日）、18日（火）、25日（火）、

26日（水）
 11:00～11:30

子どもげんきはうす ℡23-2323
【休館日】  3日・10日・11日・16日・17日・24日・31日

学童行事（市内小学生対象）
工作教室
～マステポンポンのオーナメントハロウィンバージョン～
日 8日（土） 10:00～11:30 定 10人
持 お茶、ハンカチ

楽しいパン教室～ハロウィンのパン～
日 29日（土） 9:15～11:30 定 15人
持 エプロン、三角巾、タッパー大、お茶、ハンドタオル
費 400円

木のおもちゃづくり（幼児向け）
のぼるトンボ、機関車
どちらか好きな方を作ります。
日 14日（金） 10:00～11:30
定 15組 費 500円 持 汚れてもよい服装

人形劇団ののはな
ワークショップ～身近なものを使って遊ぶ工作～
日 22日（土）14:00～15:30
定 20人 備 対象：乳幼児親子・小学生

作って遊ぼう（幼児向け）
ガチャガチャバトン
日 12日（水） 10:30～11:00
定 8人 持 お茶、その他必需品
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子 育 て 予 定 表

子育て支援センター（子どもげんきはうす内）
問 ℡23-2323　FAX23-2324 ※登録制

家庭教育講座
 テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【日　時】 27日（木）10:00～12:00
【場　所】 子どもげんきはうす
【テーマ】  未来に役立つお手伝い
問 山県家庭教育研究所 ℡22-4569（代表：野沢）

おはなしひろば
 お子さんの対象年齢にあわせて本の読み聞かせをしま
す。小さいお子さんは保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
【場所】図書館本館 ℡36-3339  
【日時】1日（土）・8日（土）・15日（土）・22日（土）・29日（土）
 10:30～

おはなしタイム（未就学児対象・申込不要）

◆対象年齢にあわせて絵本の読み聞かせをします。
絵本の読み聞かせ（絵本・紙芝居の読み聞かせ、
エプロンシアター、ペープサートなど）
毎週木曜日 10:30～11:00、13:30～14:00

Happy Happy Birthday～10月のお誕生日のお友だち集まれ～

写真と手形で記念を残しませんか?
【持ち物】Ｌ判写真1枚、身長・体重が分かるもの

わくわくタイム（未就学児対象・要予約）

手づくりで子どものおもちゃを一緒につくり
ませんか？

◆カボチャのおかし入れ
【日時】4日（火） 10:00～10:30
【定員】8人 【持ち物】2リットルのペットボトル

◆ハロウィンマラカス
【日時】18日（火）、25日（火） 10:00～10:30
【定員】各8人 【持ち物】なし

講座名 対　象 日　時 場　所 内　容 持ち物

ミルキーKids
H27/12/1～
H28/4/1
生まれ

19日（水)
10:30～11:30

保健福祉ふれあい
センター
3階 集会室

絵本との出会い
～読み聞かせと

本の紹介～
お茶ほか必需品

すくすく教室
のびっこ教室
つくしんぼ教室
小鳩会

1～3歳児と
保護者

14日（金）
10:00～11:30 美山中学校体育館 美山中学校との

交流会 お茶ほか必需品

小鳩会 1～3歳児と
保護者

21日（金）
10:00～11:30 伊自良中央公民館 消しゴムはんこ お茶ほか必需品

つくしんぼ教室 1～3歳児と
保護者

28日（金）
10:00～11:30

富波公民館
調理室

親子で
簡単クッキング
講師：新木みさき
※申し込み必要

材料費300円、主
食持参（おにぎりな
ど）、エプロン、三
角巾、マスク、ス
プーン、フォーク、
ふきん、タッパー、
お茶ほか必需品
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弁護士相談 市民環境課  ℡22-6828
13日（木）13：00～14：30

市役所 市民相談室（1階）
25日（火）18：00～20：00

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます 

行政相談（電話相談可） 市民環境課  ℡22-6828

18日（火）13：00～15：00
市役所市民相談室（1階）
②伊自良中央公民館研修室
③美山支所住民相談室

よろず相談（電話相談可） 市民環境課  ℡22-6828
27日（木）13：00～15：00 市役所 市民相談室（1階）

人権擁護相談（電話相談可） 福祉課  ℡22-6837

12日（水）13：00～15：00 市役所 市民相談室（1階）
美山支所 住民相談室

心の相談（2日前までに要予約） 健康介護課  ℡22-6839
27日（木）13：30～15：00 ふれあいセンター

家族の会（みどりの会） 健康介護課  ℡22-6839
21日（金）14：00～15：30 ふれあいセンター

精神保健福祉相談会・ききょうの会 福祉課  ℡22-6837
4日（火）

18日（火）
25日（火）

13：30～15：00 ふれあいセンター10月休日診療（診療時間 9：00～13：00、16：00～19：00） 
2日（日）不破クリニック 岐阜市太郎丸 ℡058－229－6081
9日（日）てらしま整形外科 東深瀬 ℡27－0287

10日（祝）早川胃腸科外科クリニック 岩佐 ℡52－1212
16日（日）鳥沢クリニック 高木 ℡22－1088
23日（日）なりみやクリニック 高富 ℡22－1213
30日（日）にのみやクリニック 高富 ℡22－1717
11月3日（祝）もりこどもクリニック 東深瀬 ℡23－0321
11月6日（日）ひらまつ耳鼻咽喉科 高富 ℡22－0288

市民環境課 （消費生活相談窓口） ℡22-6828

市総合体育館
10月スポーツイベント 

2日（日） 9人制県バレーボール
全日本総合男女選手権大会県予選

5日（水） 第33回岐阜県レディース
バドミントン大会団体戦

9日（日） 第44回連盟杯たかとみバレー大会

10日（祝） 岐阜県ママさんバレーボール
いそじ全国予選会

16日（日） スポレク98INぎふ開催記念
ソフトバレーボール大会

23日（日） 山県市体育協会
第2回山県市民スポーツ大会

30日（日） 高富体育振興会
ファミリーバドミントン大会

くらしのカレンダー10月

消費生活ニュース  !
〜こんなことにご注意を〜

　家電量販店で買い物をした際に、「特典付くから」などと
ポイントカードを作るよう熱心に勧められた。高齢なので
申込書に記入するのが難しいと断ったが、店員に「代わりに
記入する」と言われ、断りきれずに申し込んだ。数日後、ク
レジット会社から電話があり、クレジットカード機能が付
いたものだとわかった。先日は年会費の請求書も届いた。
クレジットカードはいらない。解約したい。
　店頭などで勧誘され、ポイントカードを申し込んだとこ
ろ、実は希望していないクレジット機能が付いているカー
ドだったという相談が寄せられています。
　クレジット機能付きのポイントカードは、特典が優遇さ

れる反面、年会費が発生したり、決済機能が
あるため保管等に注意が必要になったりする
場合があります。勧誘をされても詳しい説明
を求め、納得できなければきっぱりと断りま
しょう。

ポイントカードのつもりが
クレジットカードの申し込みに

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

総合体育館 ℡22-6622
【夜間休館日　10月16日（日）】

（見守り新鮮情報　第258号独立行政法人国民生活センター）見守るくん

確認しよう！

乳幼児健診 健康介護課  ℡22-6839
3・4か月児健診

26日（水） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

10・11か月児健診

19日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

3歳児健診

12日（水） 受付12：45～13：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布） 健康介護課  ℡22-6839
20日（木） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

妊婦歯科健康診査（要予約） 健康介護課  ℡22-6839
20日（木） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

乳幼児相談※栄養相談あり 健康介護課  ℡22-6839
13日（木） 10：00～11：00 ふれあいセンター

結婚相談 山県市マリッジサポートセンター  ℡22-3354
毎週金曜日、第3土曜日、
第1、第4日曜日 10：00～13：00 高富中央

公民館2階
第２水曜日 19：00～21：00

※開所日時のみの対応となります。 
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休日窓口開設日（9:00～12:00 開設）今月は  9日（日）です

夜間窓口開設日（21:00まで開設）　 今月は25日（火）です

開設窓口

福祉課（℡22-6837） 税務課（℡22-6822）

水道課（℡22-6835） 徴収対策室（℡22-6843）

市民環境課（戸籍・住民係） ℡22-6829
     （国保・年金係） ℡22-6827

市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・ 粗大ごみ受付センター ℡23-0108

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

6日
（11月3日）

20日
21日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北･石田町･山本･
双葉台･京ヶ洞･星ヶ丘･
南屋敷･石畑･美里

7日
（11月4日） 25日

北町･ 栄町･ 仲町･
本町1、2、３丁目 10日 21日

19日

共和町
20日佐賀･ 見晴台･ 金池 11日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 1日
（11月5日） 18日 12日

向イ･鴻ヶ池･高木東･阿原 13日
高木（高木東･ 阿原を除く） 11日

24日
14日

西深瀬 12日 17日
梅原 13日 26日
桜尾 5日

（11月2日） 18日
7日

大桑 4日
（11月1日） 11日

長滝・平井・掛・
松尾・上願・大門 3日

（11月7日） 17日 27日

洞田･小倉･大森･藤倉 28日
北山 8日 28日

4日
（11月2日）

葛原 3日
（11月1日）谷合

15日北武芸
27日

4日
（11月2日）

乾 19日 5日
（11月4日）

月
・
木
曜
日

富波 14日 25日岩佐 6日
（11月7日）中洞 19日 27日

～11月7日 

資源ごみ・有害ごみ休日収集日（毎月第4日曜日）
収集区域 出せる資源・有害ごみ 収集日 収集時間 収集場所

市内全域

缶･ペットボトル･びん･
白色トレイ･電池･蛍光
管･電球 23日

9:00～
16:00

市役所裏
車庫棟24･25

衣類･電池･蛍光管･電球 8:30～
16:00

クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）収集日 
収集区域 出せる資源・有害ごみ 収集日 収集時間 収集場所

市内全域 電池･蛍光管･
電球

20日
21日

8:30～
17:00

伊自良･美山支所
西武芸出張所

戸籍の窓
市民環境課 ℡22-6829

8月届け出分
この欄は、山県市役所または支
所の窓口で届出がされた、本市
に住民登録がある人を掲載して
います。（敬称略）

10月のごみ収集日 

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。

表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富 橋枝　　蘭
ら ん

佐　賀 中島　満
み つ き

喜
高　木 岡田　好

こ う き

生
大　桑 山本　真

み ち み

実
洞　田 ⻆守　　菫

すみれ

藤　倉 上野　夏
な つ き

基
谷　合 臼井　大

た い せ い

晴
富　永 髙井　優

ゆ な

奈
岩　佐 足立　咲

さ き

季
中　洞 滑川　幸

ゆ き と

人

赤ちゃん誕生

高　富 黒栁八重子 90歳
西深瀬 永井　定成 85歳
梅　原 谷村　富子 86歳
大　桑 江口さち子 90歳
 中井　幸親 68歳
小　倉 舩戸　照夫 76歳
大　森 髙橋美智子 66歳
大　門 川島　　清 80歳

片　原 井上　豊子 88歳
谷　合 臼井　國夫 102歳
徳　永 丹所　　宏 80歳
船　越 藤根　鎬二 83歳
柿　野 藤田　忠雄 85歳
岩　佐 山本　美行 83歳
中　洞 吉田　貞雄 89歳

おくやみ

人口の動き
総人口 28,026人 （ー37人）

世帯数 10,742戸 （＋  3戸）

男 13,579人 （ー36人）
女 14,447人 （ー  1人）

（平成28年9月1日現在）

ご結婚おめでとう
高　富 松村　剛太
 長谷川みずほ

・｢マイナンバー（個人番号）カード｣ 交付のお知らせが届
いた人は必要書類を持参のうえ来庁してください。

※必要なもの
交付通知書（ハガキ）・通知カード・認印・運転免許証・
旅券、住基カードなど官公署発行の顔写真のついた書類
１点、または健康保険証・年金証書などの書類２点

※時間帯により窓口が混み合う場合があります。時間に余
裕を持ってお出かけください。月曜日はお客様が集中す
る傾向があります。
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や
ま
が
た
の

さ
ん

平成26年11月24日生まれ 平成25年2月3日生まれ

甘えん坊の末っ子長男。お姉
ちゃん達に負けないようすく
すく元気に育ってね☆ 

3歳になりお兄ちゃんらしく
なりましたね♪明るく元気な
龍が大好きです♪ 

留
と め

田
だ

 唯
ゆ い

翔
と

 ちゃん 北
き た

岡
お か

 龍
りゅう

ノ
の

助
す け

 ちゃん

お
元
気

　
こ
の
日
は
、
大
西
先
生
に
来
て
い
た

だ
き
、
レ
ク
・
脳
ト
レ
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
ん
ち
ク
イ
ズ
や
回
文
作
り
な
ど
先

生
の
指
導
で
答
え
が
出
せ
た
時
は
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
、
脳
ト

レ
の
ほ
か
に
筋
ト
レ
、
調
理
、
小
物
作

り
な
ど
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
会

℡
52
―
2
5
1
2

市内在住のおおむね1歳か
ら3歳までのお子さんの顔
写真を募集します。詳し
くは市HPをご覧ください。

問企画財政課℡22−6825

募集中

〜
い
こ
い
の
広
場富

波
会
場
〜
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「
い
も
ど
ろ
ぼ
う
」と
い
う
行
事
、
聞
か
れ
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
十
五
夜
、
中
秋
の
名
月

の
夜
に
平
井
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
農
村
部
で
は
団

子
の
代
わ
り
に
里
芋
を
月
に
お
供
え
し
ま
す
が
、

そ
の
芋
を
集
落
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
っ
そ
り
と
泥

棒
し
ま
す
。（
詳
細
は
広
報
11
月
号
に
掲
載
予
定
）

平
井
地
区
出
身
の
私
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
も

ち
ろ
ん
芋
泥
棒
で
し
た
。か
つ
て
の
芋
泥
棒
は
今
、

何
か
を
奪
う
の
で
は
な
く
、
広
報
紙
を
介
し
て
皆

さ
ん
の
心
に
残
る
写
真
や
記
事
を
お
届
け
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
こ
れ
が
精
一
杯
で
す

が
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｕ
）

　
あ
れ
ほ
ど
強
烈
だ
っ
た
暑
さ
も
い
つ
の
間
に
か

和
ら
ぎ
、高
い
空
と
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
吹
く
、

す
っ
か
り
秋
の
空
気
に
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
。
秋

と
い
え
ば
、
読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
に「
～
の
秋
」と
付
け
ら
れ
る
便
利
な
言
葉

で
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら「
食

欲
の
秋
」と「
芸
術
の
秋
」。
何
を
食
べ
て
も
美
味

し
く
、
ど
ん
な
景
色
を
見
て
も
美
し
い
。
そ
し
て

そ
の
結
果
、
天
高
く
腹
肥
ゆ
る
秋
と
な
っ
て
い
ま

す
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

編
集
後
記


